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Y08a ＳＥＴＩを目的としたＭ型星・赤外超過星・ＭＥＴＡ領域の電波・光学観
測－ その２
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一（名古屋大学）、荒巻 真治（九州東海大学）、宮田 俊輔（元・九州東海大学）、森松 和哉（元・
九州東海大学)

２００５年３月に、ＳＥＴＩを目的としてＭ型星と赤外超過星の電波観測、並びにＭＥＴＡ領域の電波と光同
時観測を行ったことを、２００５年秋季年会で報告した。今回はその解析結果を報告する。
Turnbull and Tarter (2003)と Conroy and Werthimer (2003)の、ＳＥＴＩを目的としたＭ型星と赤外超過星
のリストから５１星を、２００５年３月１日（ＵＴ）から５日間、国立天文台水沢の１０ｍ電波望遠鏡を共同利
用として使用し、Ｘバンドのオン・オフ法にて強度観測を行った。観測期間のほぼ全体に渡って降雪があり、ま
た、受信帯域内に最大３本の人工雑音信号が混入し、その一部は時間変化するなどの悪い条件下であった。夜間
はＭＥＴＡ領域（Horowitz and Sagan,1993）から選んだ７カ所を、西はりま天文台２ｍ光学望遠鏡と同時に観測
した。期間中は西はりまでも降雪が見られるなど天候が悪く、結局、西はりまで観測できたのはうみへび座領域
の１時間１０分程度であった。
デジタルデータの取れた観測を処理をした結果、Ｍ型星３２星で最も値の大きかったのがHIP45343の 0.08＋/－

0.1Ｋ、赤外超過星９星では HIP69518の 0.002＋/－ 0.1Ｋであった。従っていずれも有意な電波は検出できな
かった。電波・光同時観測をしたうみへび座領域では、２Ｋの強度変動が１回・１Ｋの強度変動が３回見られた
ものの光では異常は見られず、人工雑音によると思われる。


